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注 意 事 項 

 

 ① 開始合図があるまで、この問題用紙を開いてはいけません。 

 ② 受験番号、氏名を問題用紙、解答用紙、メモ用紙の所定の欄に記入してください。 

 ③ 開始の合図があった後、問題用紙を確認し、印刷不鮮明の箇所などがあった場合は、

直ちに申し出てください。 

 ④ 解答はすべて解答用紙の所定の欄に記入してください。 

   なお、解答は横書きで記入してください。 

 ⑤ 試験時間中の退室はできません。                         

 ⑥ 問題用紙、解答用紙、メモ用紙は、試験終了後回収します。 
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問題 

 次の文章を読んで、後の問いに答えなさい。 

 

 自分をつくる読書といっても、確信を得るばかりが自分をつくる道ではない。

むしろためらうこと、溜
た

めることを「技」として身につけるのが、自分をつく

る読書の大きな道筋だ。 

 本には実に様々なものがある。強烈な著者も揃っている。正反対の主張のも

のも店先では並んでいる。私は大学の授業では、学生に自主的なプレゼンテー

ションを一、二分でしてもらうことにしている。そのときに、毎回同じ著者の

作品を発表する者がでてきてしまう。これは非常に狭いプレゼンテーションだ。

そうした学生の特徴は、妙に自分の（実は著者の）意見に確信を抱いてしまっ

ているということだ。充分な教養もできていないのに、数冊読んだだけで絶対

の自信をもってしまうのは、いかにも危険だ。 

 多くの本を読めば、一つひとつは相対化される。落ち着いていろいろな思想

や主張を吟味することができるようになる。好きな著者の本を読むだけでは、

こうした「ためらう」心の技は、鍛えられない。すぐに著者に同一化して舞い

上がるというのでは、自己形成とは言えない。 

 自己形成は、進みつつも、ためらうことをプロセスとして含んでいるはずだ。

人間は努力する限り迷うものだと言ったのは、ゲーテだ。一冊の絶対的な本を

つくってしまうのならば、それは宗教だ。冷静な客観的要約力をもって、いろ

いろな主張の本を読むことによって、世界観は練られていく。もちろん青年期

には、何かに傾倒するということがあっても自然ではある。しかし、その傾倒

が一つに限定されるのではなく、傾倒すればするほど外の世界に幅広く開かれ

ていくというようであってほしい。一つの本を読めば済むというのではなく、

その本を読むと次々にいろいろな本が読みたくなる。そうした読書のスタイル

が、自己をつくる読書には適している。 

 ためらうというと、否定的な響きを持っているかもしれないが、ためらうこ

著作権保護のため、問題文は公開できません。 



とは力を溜
た

めることでもある。一つに決めてしまえば気持ちは楽になるが、思

考が停止してしまいがちだ。思考を停止させずに吟味し続けるプロセスで、力

を溜めることができる。本を読んでいると、著者に直接反論できるわけではな

い。少し自分とは意見や感性が違うなと思うことももちろんある。しかし、直

接反論はできないので、その気持ちを心に溜めていく。はっきりとは言葉にし

て反論できなくとも、その溜めたものは、やがて力になっていく。そして、別

の著者の本を読んだときに、あのときに感じた違和感はこれだったのかと気づ

くこともある。自分自身でその違和感を持った本について人に話しているとき

に、違和感の正体に自分で気づくということもある。読書は、完全に自分と一

致した人の意見を聞くためのものというよりは、「摩擦を力に変える」ことを練

習するための行為だ。自分とは違う意見も溜めておくことができる。そうした

容量の大きさが身についてくると、懐が深くパワーのある知性が鍛えられてい

く。 

 ためらうことや溜めることを、効率が悪いこととして排除しようとする風潮

が強まっている気がする。十代の後半などは、このためらい自体を雰囲気とし

て味わうのがふさわしい時期であったのだが、現在は効率の良さを求めるあま

り、ためらう＝溜めることの意味が忘れられかけようとしている。本を読むと

いう行為は、この「ためらう＝溜める」という心の動きを技として身につける

ためには、最良の方法だと思う。 

引用：齋藤孝著，読書力, 岩波新書, 2020, P103-105 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

著作権保護のため、問題文は公開できません。 



問１ 

著者は「ためらうことは力を溜
た

めることでもある」と述べているが、力を溜

めるために必要なものは何か 20字以内で述べなさい。 

 

 

問 2 

課題文を 200字以内で要約しなさい。 

 

 

問 3 

著者の主張をふまえ、自分をつくる読書力を培うためにどのようなことが必

要なのか、あなたの考えを 600字以内で述べなさい。 

 

 


